
令 和 3 年 度 徳 島 市 助 任 小 学 校 総 括 評 価 表

学校教育目標 自主性・社会性・創造性に富み，確かな学力を身に付け，心豊かでたくましく生きる子どもの育成

重点目標 Ⅰ 自ら学び，考え，行動する子ども（知） 元気いっぱい
Ⅱ 思いやりのある子ども（徳） 笑顔いっぱいに
Ⅲ たくましい子ども（体） やる気・本気・根気 すすんで
Ⅳ 生徒指導の充実 をもって なかよく
Ⅴ 特別支援教育の推進・充実 ゆめにむかって みがきあい
Ⅵ 信頼される学校づくり すすんでいく学校

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題

重 点 課 題 重 点 目 標 評 価 指 標 と 活 動 計 画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策
評 価 指 標 評価指標の達成度 総 合 評 価

１ 自ら学び，考え， ① 個に応じたきめ細かな指導に ①自己評価項目の(個に応じたきめ細かな指導)でお ➀ １００％（R2)→ ９７％（R3) （評定） 自己評価は妥当であ 学習規律の徹底
行動する子ども（知） 努める。 おむねあてはまる以上が８５％以上。 る。 を図るとともに，

・基礎，基本の徹底と個別指導 ②自己評価項目の(授業改善)でおおむねあてはまる ② １００％（R2)→１００％（R3) 聞く，話す，読む，
の充実 以上が８５％以上。 （所見） 学習内容の基礎基 考える等の学習活

・学習指導の充実・ ③自己評価項目の(学習習慣の定着を図る)でおおむ ③ １００％（R2)→ ９４％（R3) 概ね評価指標を達成でき 本を大切にし，個に 動が充実するよう
改善 ② 「主体的・対話的で深い学び」 ねあてはまる以上が８５％以上。 た。 応じたきめ細やかな な授業づくりに努

の視点に立った授業改善 ④自己評価項目の(思考力・表現力・活用力等の育 ④ １００％（R2)→１００％（R3) コロナ禍で，教育活動が制 指導にあたる等，子 める。あわせて，
・学ぶ意欲と学習習 成)でおおむねあてはまる以上が８５％以上。 限される中，児童の多様な興 どもの学習意欲を高 自分の考えを他者
慣のさらなる定着 ③ 学校・家庭における学習習慣 ⑤自己評価項目の(読書習慣の確立を図る)でおおむ ⑤ ８８％（R2)→ ７９％（R3) 味・関心に対応できるよう努 めるように工夫がで と比較したり深め

の定着を図る。 ねあてはまる以上が８５％以上。 めた。読書習慣の確立につい きているようで，ど たりして説明でき
・思考力，判断力， ⑥自己評価項目の(ESD，SDG ｓ)でおおむねあて ⑥ ９１％ (R3) ては，保護者と児童の間に認 の学年も落ち着いた るようにする。
表現力等の向上 ④ 全ての教科・領域で思考力・ はまる以上が８５％以上 識の差が見られ，保護者は読 態度で学習をしてい 低学年から見え

判断力・表現力等の向上をめ 活 動 計 画 活動計画の実施状況 書量の増加を願っている。外 る。また，複数の教 始めておいる，学
ざす。 ①ＴＴ指導を充実することにより，よくわかる授 ①ＴＴ指導教員と担任とが授業内容や方法につい 国語は，３年生以上の実施で 員で指導したり，ALT 力の二極化の解消

業を実現し，補充・発展的な指導にも努める。 て十分に検討し，効果を上げてきた。 あるが，低学年における準備 や英語ボランティア には，ＴＴの効果
⑤ 読書習慣の確立を図る。 ②ペア学習やグループ学習を取り入れるとともに， ②コロナの影響でペア・グループ学習の実施が制 段階も考えていく必要があ と連携した外国語の 的な活用で対応し

できるだけ賞賛の場を設け，主体的な学習ができ 限されたが，教材や指導法を工夫し，伝え合う学 る。 授業も効果的に行わ ていく。
⑥ ESD，SDG ｓの考え方を意 るように配慮する。 習を高めるように努めた。 校内研修の着実な実施と学 れている。今後も外 タブレットの導

識した実践に努める。 ③学力の実態把握より，課題を設定し，指導の改 ③学力調査結果の共有や家庭学習の手引きなどを 年団を中心とした研修によ 国語の必要性を考え 入により「家庭学
善を図る。 活用し，学校全体で統一して指導してきた。 り，授業力の向上（わかる授 ると外国語教育の一 習の手引き」を見
④聞き方，話し方，調べ方等についての学習を展 ④書かれた文章の内容を考えながら読んだり，読 業づくり）に努めてきた。対 層の推進に期待する。 直し，家庭学習の
開し，具体的に指導する。 んで考えたことを書いたり・発表したりする場面 話的な授業実践が難しく考 特に，新型コロナ 習慣化と，漢字や

を増やした。 えを深める取り組みが十分 ウィルス感染症拡大 計算等，基礎的内
⑤「朝の読書」「家庭読書」を通し，読書習慣の確 ⑤読書時間や読書量の増加が見られるが，習慣の できなかった。学力の二極 防止の対策として， 容の定着を図る。
立を図る。 確立には至らず。二極化が見られる。 化が，低学年の段階から気 タブレットを使った また家庭学習の内
⑥持続可能な社会の実現のために，社会の問題を ⑥コロナ禍による問題や環境問題等に関心を持 になり始めた。 オンライン授業につ 容や量を再確認し，
自らの問題として主体的に捉え，問題解決に向け ち，自分なりに館がたり行動したりできるような 今後は，オンライン授業を いて，注目されてい 効果的なものにす
て，価値観や行動等の変容をもたらすよう意識し 場面を設定した。 想定したタブレットの活用に るので費用に応じた る。タブレットを
実践に繋がる教育活動に取り組む。 ついて，教師・児童の習熟が 取り組みを進めて欲 活用した家庭学習

急務である。 しい。 を取り入れること
で，教員の負担軽
減を図りたい。
学校図書の整備

に努め，家庭や地
域での読書活動を
推進する。

評 価 指 標 評価指標の達成度 総 合 評 価
２ 思いやりのある子 ① 全ての領域で人権感覚を磨き ①自己評価項目(人権感覚を磨く)でおおむねあては ①１００％（R2)→ ９４％（R3) （評定） 自己評価は妥当で 引き続き，子ど
ども（徳） 人権尊重の精神を涵養する。 まる以上が平均で８５％以上。 ある。 もたちの様子を細

②自己評価項目(集団の一員としての自覚や自主 ② ９４％（R2)→ ８２％（R3) かく観察し，適切
・偏見や差別を許さ ② よりよい仲間づくりを通して 性の育成)でおおむねあてはまる以上が平均で８５ （所見） 友だちとのトラブ な指導を行う。ま
ない人権教育 思いやりの心や社会性を育成 ％以上。 評価指標は達成できた。 ルや新型コロナウィ た，関係機関との

する。 ③自己評価項目(よりよい仲間づくり)でおおむねあ ③１００％（R2)→１００％（R3) 二年間続くコロナ禍の中， ルス感染症に関わる 連携を深め，問題
・自己実現を図る特 てはまる以上が平均で８５％以上。 三密を避ける新しい生活様式 人権侵害にも十分配 に迅速に対応して
別活動 ③ 児童会活動・学級活動等の内 ④自己評価項目(道徳的実践力の育成)でおおむね ④１００％（R2)→ ９７％（R3) の導入で，「集団の一員とし 慮をして欲しい。 いく。特に，いじ

容を充実し，集団の一員とし あてはまる以上が平均で８５％以上。 ての自覚や自主性の育成」に 子どもたちがより め等については，
・自他の生き方を考 ての自覚や自主性を育成する。 活 動 計 画 活動計画の実施状況 ついては，目標達成に至らな よい人間関係を築け アンケートや聞き
え深める道徳教育 ①普段の学校生活の中で常時指導や人権学習によ ①「ひかり」等を活用して，各学年で系統的に人 かった。引き続き，互いを認 るよう，インターネ 取りを実施し，確

④ 「特別の教科 道徳」の時間 り，系統的・継続的に指導していく。 権尊重の精神を涵養し，市ブロック人権教育研究 め合うこと，褒め合うことに ットリテラシーや情 認した事実には毅
をはじめ，全ての教科・領域 会の会場校として授業公開をし，研究成果の発表 重点を置いた指導により，人 報モラル等に関する 然とした態度で学校

Ｂ

Ｂ



で道徳教育を展開し，よりよ をした。 間関係を深めていきたい。さ 授業を継続的に受け 全体で取り組む。
く生きていくための資質・能 ②元気タイムや外遊び，日々の生活指導の中で， ②元気タイムや心温まる行事（人権集会，６年生 らに，新型コロナウイルス感 るだけでなく，異学 全教職員で人権
力を培う。 よりよい人間関係の形成に配慮していく。 を送る会等）を実施し思いやりの心を育てている。 染症等による，偏見や誹謗中 年交流によるおはよ 問題についての研

③児童会活動を盛んにしたり，学級活動を大切に ③異学年による交流については制限されたが，子 傷によって，相手を傷つける う元気タイム等の体 修に計画的に取り
したりして自主性，主体性を高めていく。 どもの主体性を重んじた活動は，できる限り実施 ことがないように，今後も， 験的な活動を通して， 組み，自らの人権

できた。 より一層仲間づくりを通し 思いやりの気持ちを 感覚を高めるよう
④道徳科の時間をはじめ全教科や領域の中で，道 ④きまりのある生活の実践や互いに信頼し仲良く て，思いやりや社会性の育成 育ててほしい。 努める。
徳的な指導を工夫して行う。 助け合っていくこと等，指導の徹底を図っている。 に努めていく。

評 価 指 標 評価指標の達成度 総 合 評 価
３ たくましい子ども ① 運動の楽しさや喜びを実感さ ①自己評価項目(運動する意欲と能力の育成)でお ① ９４％（R2)→ ９４％（R3) （評定） 自己評価は妥当で 多人数と限られ

（体） せ，生き生きと運動する意欲 おむねあてはまる以上が平均で８５％以上。 ある。 た環境を生かした
や能力を育成する。 ②自己評価項目(望ましい食育の推進を図る)でお ②１００％（R2)→ ９７％（R3) 体力づくりを体育

・運動の楽しさを大 おむねあてはまる以上が平均で８５％以上。 （所見） コロナ禍の中，二 主任を中心に計画
切にした体育科学 ② 自分の心身に関心をもち，体 ③自己評価項目(体力向上の実践力の育成)でおお ③ ９７％（R2)→ ９４％（R3) 評価指標は達成できた。 年連続，三密を避け 的に推進する。
習 力向上の実践力を育成する。 むねあてはまる以上が平均で８５％以上。 体育授業の充実や外遊びの る形での運動会実施 また，エピペン

④自己評価項目(保健安全教育の充実)でおおむね ④１００％（R2)→ ９７％（R3) 奨励，食習慣の確立を通して， となったが，児童の の使用や配慮の必
・体力，運動能力の ③ 学校給食を中心に，より望ま あてはまる以上が平均で８５％以上。 子どものたくましい体づくり 演技がよく見えた。 要な児童の共通理
向上 しい食習慣（食育）の推進を 活 動 計 画 活動計画の実施状況 を図っていきたい。 児童数が多いため， 解等，学校給食ア

図る。 ①運動の楽しさを高めるための学習内容・方法・ ①「わたしたちの体育」の活用を図り，見通しを 新型コロナウイルス感染症 運動場や体育館など レルギー対応の研
・健康で安全な生活 指導を工夫する。 持ち自分のめあてを継続できるようにさせる。 対策として行っている毎日の が十分整備された状 修に取り組み，安
を営む力の育成 ④ 健康教育を充実し，生涯を通 ②学習カードや各種検定表などを使用して，めあ ②休み時間には，制限はあるものの外遊びを推奨 検温は，児童・保護者の健康 態ではなく，健康づ 心・安全な給食を

じて健康・安全で活力ある生 てを持った活動をさせる。 している。また，子どもの実態(運動能力，泳力， 面に対する関心を高めること くり，体力向上は学 徹底する。
活を送るための基礎を培う。 鉄棒等)を把握し指導に活かしている。 に役立っている。また，給食 校だけでの取り組み コロナ禍のため，
・安全(交通・生活）教育，防 ③食育推進リーダー（栄養教諭）を校内組織に位 ③食育推進計画を作成し，それに基づいて実践し 時の黙食により，食事に集中 では改善が難しいと 今年度の学校保健
災教育，防犯教育 置付け，指導を組織的に実践する。 ている。残食量の減少が見られる。 したことで，残食量が減り， 思われる。また，地 委員会は書面開催

④健康教育を充実させ，健康で安全な生活を営む ④様々な事態を想定した避難訓練を実施するとと 望ましい食習慣の定着に繋が 域と連携した活動に となったが，今後
力を育成するよう努める。 もに，危機管理マニュアルの更新をしている。 っている。 も制限があり，子ど も体力づくりや心

もたちの体力づくり 身の健康保持，食
は容易ではなかった。 育の推進，危機管

理等について取り
上げ，家庭への啓
発や地域との連携
を進めていく。

評 価 指 標 評価指標の達成度 総 合 評 価
４ 生徒指導の充実 ① 基本的生活習慣の確立 ①自己評価項目(挨拶と正しい言葉遣い，清掃活動) ① 挨拶，言葉遣い１００％(R2)→ ９７％(R3) （評定） 自己評価は妥当で 挨拶や言葉遣い，

・早寝，早起き，朝ご飯，徒歩 でおおむねあてはまる以上が平均で８５％以上。 清掃活動 ９７％（R2)→ ９７％(R3) ある。 清掃活動等につい
通学，外遊び ②自己評価項目(自律心や他人との協調性の育成) ② ９８％（R2)→ ９７％（R3) ての指導のあり方

・あいさつと正しい言葉遣い でおおむねあてはまる以上が平均で８５％以上。 （所見） 全般的によく指導 を全教職員が共通
・黙って心を込めた清掃活動 ③自己評価項目(校内指導体制の確立と地域・家 ③ ９７％（R2)→ ８９％（R3) 評価指標は達成できた。 ができていると感じ 理解をし，根気強

庭，関係諸機関との連携)でおおむねあてはまる以 あいさつや言葉遣いについ られる。基本的生活 く取り組んでいく。
② 自律心や他人との協調性の育 上が平均で８５％以上。 ては十分とは言えず，継続的 習慣の定着は，学習 メールや HP を活

成 活 動 計 画 活動計画の実施状況 な指導が必要である。 面の充実に繋がると 用し，地域の諸団
①早寝，早起き，朝ご飯の推進。あいさつ・正し ①教職員や生活委員会であいさつ運動を実施して 新型コロナウイルス感染症 思われるので，全教 体や保護者への情

③ 校内生徒指導体制の確立と地 い言葉遣い・無言清掃の継続的指導を実施。 いるが，定着まではあと一歩。 対策としてのマスクの着用， 職員が意思統一を図 報提供をすること
域・家庭・関係諸機関との連 ②ボランティア活動等を通して，人の役に立つ喜 ②どの学年もトラブルはあるが，その都度発達段 手洗い，うがい，手指消毒の って指導にあたって で問題の未然防止
携 びを味わわせる。 階に応じて指導し，協調性の伸長が見られた。 励行は徹底できた。給食時の 欲しい。基本的生活 に努める。

・いじめ，問題行動，不登校の ③校内生徒指導部会において問題解決のための具 ③組織的に対応することで，問題共有がしやすく 黙食の徹底にも取り組んだ。 習慣の定着には，保
早期発見・対応 体的な協議を行うとともに，家庭との連携を図る。 なってきた。 基本的生活習慣の確立につ 護者の理解と協力が

いては，家庭との連携が大切 必要不可欠なため，
にし，子どもたちが「学校に 保護者への啓発に取
行くことが楽しい」と思える り組んでほしい。
学校づくりをめざす。 子どもの気持ちに

より添いながら，い
じめや問題行動，不
登校の芽を摘むよう
に，組織的な対応を
お願いしたい。

評 価 指 標 評価指標の達成度 総 合 評 価
５ 特別支援教育の ① 校内支援体制のさらなる充実 ①自己評価項目(校内支援体制の整備充実)でおお ① ８９％（R2)→ ７６％（R3) （評定） 自己評価は妥当で 児童一人一人に
推進・充実 ・特別支援学級、通級指導教室 むねあてはまる以上が平均で８５％以上。 ある。 ついて，どのよう

の充実 ②自己評価項目(一人一人のニーズに応じた指導) ② ８９％（R2)→ ８８％（R3) な配慮が必要であ
・指導，支援のシステムづくり でおおむねあてはまる以上が平均で８５％以上。 （所見） 教職員配置や環境 るか，具体的な支

③自己評価項目(家庭・地域・関係機関等との連 ③ ９７％（R2)→ ８８％（R3) 評価指標は，達成できた。 の充実を市へ要望し， 援のあり方をまと

Ｂ

Ｂ

Ｂ



② 一人ひとりのニーズに応じた 携でおおむねあてはまる以上が平均で８５％以上。 特別支援教育については， 個々のニーズに合っ め，引き継いでいく。
指導・支援 活 動 計 画 活動計画の実施状況 特別支援学級在籍児童数の増 た支援を行ってほし そのためには，教

・個別の教育的ニーズの把握 ①校内支援体制の整備を進め，特別支援教育を推 ①校内支援委員会やケース会議を定期的に開催し， 加による人手不足や教室不足 い。また，様々な個 育委員会や SC，SW
・具体的な指導・支援の展開 進・充実する。 子どもの現状の共通理解に努めた。。 が深刻になってきている。一 性に応じたよりよい 等専門機関とのよ

②特別な支援が必要な子どもについて，個に応じ ②年度当初に実態把握をし，保護者と相談しなが 人ひとりのニーズに応じたき 指導ができるよう組 り一層の連携を図
③ 家庭・地域・関係機関等との た支援をしていく。。 ら支援をすすめている。 め細かい支援・指導は今後も 織的・計画的に連携 り，専門家の意見

連携・協力 ③就学前と中学校との連続性を重視する。校内研 ③家庭に問題がある児童については，スクールカ 必要であり，家庭・関係諸機 を図って欲しい。 を学校と家庭で共
・就学前と中学校との連続性を 修に特別支援教育を位置付け，また関係機関とも ウンセラー・ソーシャルワーカーや主任児童委員， 関と連携した長期的な見通し 特に１年生は，就 有できるよう努め
重視 連携して研修を深めていく。 児童相談所等と連携をとって対応していく。 をもった取り組みが欠かせな 学前の保育所や幼稚 る。また，指導・

い。 園と連携して指導に 支援のあり方につ
あたってほしい。 いて，特別支援教

育コーディネータ
ーと教職員の情報
共有の場を設定す
る。

評 価 指 標 評価指標の達成度 総 合 評 価
６ 信頼される学校 ① 安全・安心な学校への改善・ ①自己評価項目(安全・安心な学校への改善努力) ①１００％（R2)→ ８５％（R3) （評定） 自己評価は妥当で 児童の生活様式
づくり 努力「開かれた学校づくり」 でおおむねあてはまる以上が平均で８５％以上。 ある。 や施設設備の推移

②自己評価項目(学校評価システムの拡充)でおお ② ９７％（R2)→ ９７％（R3) や老朽化の状況を
② 学校評価システムの拡充 むねあてはまる以上が平均で８５％以上。 （所見） エアコンやサーキ 十分検討しながら，

「説明責任と結果責任」 ③自己評価項目(協働体制の充実，働き方改革の推 ③ 協働体制 ８８％（R2)→ ８８％(R3) 評価指標は，③以外ほぼ達 ュレーターの活用等 校舎の改修，設備
進)でおおむねあてはまる以上が平均で８５％以上。 働き方改革 ７４％（R2)→ ８３％(R3) 成できた。 で新型コロナウイル の更新については，

③ 全教職員による協働体制の確 活 動 計 画 活動計画の実施状況 開かれた学校の実現につい ス感染症拡大防止対 引き続き要望を行
立 「組織的対応」 ①登下校の安全対策について，積極的に努める。 ①教員による交通立哨や下校パトロール，地域や ては，新型コロナウイルス感 策に取り組めている。 っていく。特に，

子どものけがの防止に努める。 保護者による登下校指導の実施。児童の健全育成 染拡大対策による制限があっ 保護者の要望の多い トイレは，洋式化
に関する事業の推進。 た影響で十分にできたとは言 トイレの洋式化や改 と合わせて，トイ

②子ども，保護者，地域の方々にアンケートを実 ②アンケートから見える課題をつかむ。学校評議 えない。 修については，引き レの環境整備を要
施し，学校関係者評価委員会で評価結果を検討し， 員会を実施し，学校教育に関する意見聴取をし， 学校・保護者・地域および 続き努力してほしい。 望している。
今後の改善方策に役立てる。 今後の学校運営に活かす。 関係諸機関が相互に連携する 継続して，登校
③学年会，職員会，終礼等で共通理解を図る。「報 ③職員会や終礼等で，文書や口頭による共通理解 ことで，子どもは安全・安心 時の交通立哨や下
告・連絡・相談」で，トラブル等は，一人で抱え を徹底する。組織の活性化を図り，風通しのよい な学校生活を送ることができ 校パトロールに加
込まずに組織で対応する。 職場環境をつくる。 る。今後も，丁寧な情報発信 え，青色パトロー

に努め，説明責任を果たして ルカーの導入等，
いきたい。 安心で安全な街づ

くりに保護者や地
域と連携して取り
組む。
学校評価による

保護者アンケート
結果や学校関係者
の意見を取り入れ
た教育活動を計画し
ていく。

「評定」の基準 Ａ：十分達成できた， Ｂ：概ね達成できた， Ｃ：達成できなかった

Ｂ


